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合併効果を引き出す計画と改革、
本年度の立案にかかる新町の礎

いしずえ

。

◎産炭地域開発就労事業費…………1億 6950万円

【農林水産業費】
◎転作奨励補償金…………………………1450 万円
◎農道・水路等維持管理補修事業費………900万円
◎農道及び農業用水路補修事業費…………717万円
◎小規模零細地域農業振興対策事業費…3372 万円

【商工費】
◎観光パンフレット作成事業費……………370万円
◎やきものパンフレット作成事業費………155万円
◎花いっぱい運動事業費……………………273万円
◎ふるさとバスツアー事業費………………112万円
◎農産物直売所（日王の湯）開設費………972万円
◎アイラブ・カナダ・フェスタ負担金……110万円

【土木費】
◎道路台帳整備事業費……………………2590 万円
◎町道維持補修事業費……………………1500 万円
◎道路新設改良事業費………………3億 3920万円
◎歩道設置事業費…………………………3860 万円
◎町営住宅維持補修事業費………………2000 万円
◎町営住宅建設事業費………………10億 5307万円
◎町営住宅改良事業費…………………5億1289万円

【消防費】
◎田川地区消防組合負担金…………2億 4965万円
◎防火水槽設置事業費……………………1530 万円
◎防災行政無線設備事業費…………1億 6437万円

【教育費】
◎市町村費負担教職員任用事業…………3587万円
◎学校図書司書の配置………………………889万円
◎児童生徒安全サポート員の配置…………245万円
◎市場小学校改築事業費……………6億 4227万円
◎人材育成事業「少年の翼」助成金………200万円
◎韓国国際交流事業助成金…………………250万円
◎中学生海外研修事業助成金………………460万円
◎少年のバス研修助成金……………………100万円
◎冬季少年のバス研修助成金………………100万円
◎童謡まつり事業費…………………………655万円

【総務費】
◎福智町開庁記念イベント事業費…………200万円
◎町勢要覧策定事業費………………………746万円
◎総合計画策定事業費………………………846万円
◎交通安全施設整備費………………………592万円
◎固定資産評価支援事業費………………1813 万円
◎水と灯火の夕べ負担金……………………193万円

【民生費】
◎地域社会安心確保ネットワーク事業費… 600 万円
◎福祉バス運行事業費……………………2391 万円
◎敬老会記念品………………………………206万円
◎生きがい活動支援通所事業費…………1160 万円
◎食の自立支援事業費……………………2174 万円
◎敬老年金……………………………………801万円
◎障害者福祉計画策定事業費………………368万円
◎身体障害者居宅生活支援事業費………4336 万円
◎身体障害者施設訓練等支援費 …………7973万円
◎知的障害者施設訓練等支援費…… 1 億 8628 万円
◎知的障害者居宅生活支援事業費………1440万円
◎障害児支援事業費………………………1703 万円
◎重度心身障害者医療費…………………9725 万円
◎子育て支援事業費………………………1125 万円
◎学童保育事業費…………………………1226 万円
◎児童手当費…………………………1億 8424万円
◎母子家庭医療費…………………………4506 万円
◎乳幼児医療費……………………………4942 万円
◎住民福祉講座委託料………………………100万円
◎転倒予防事業委託料………………………109万円

【衛生費】
◎健康診査事業費…………………………3154 万円
◎田川地区斎場組合負担金………………1549 万円
◎妊婦健康診査及びＢ肝検査事業費………292万円
◎田川地区清掃施設組合負担金……3億 5840万円
◎ゴミ収集委託事業費………………1億 1619万円
◎汚水処理設置管理事業費………………1149 万円
◎浄化槽設置整備事業補助金……………3092 万円

【労働費】
◎特定地域開発就労事業費…………9億 5038万円

歳出を性質別でみると、普通建設事業費の大きさ
が目を引きます。しかし、これらは旧町で計画

されていたものや継続したものがほとんどで、全般的にみ
ても大規模な新規事業と言えるものはありません。理由は、
計画行政を目指す本町にとって、その羅針盤となる総合計
画をまだ策定していないことや行財政改革の実施がひかえ
ていることなどから、継続事業主体の内容となっているた
めです。また、合併協議で「新町発足後１年間は基本的に
旧町で行っていたことを継続する」という取り決めがなさ
れていることや新町誕生後間もないため、事業の見直しや
統合・計画立案をする期間が少なく、先例（旧町）踏襲型
の予算となっています。
　予算編成時には緊急性のある事業を優先し、経費を極力
押さえましたが、それでも、およそ233億円という総額になっ
ています。逆に言えば、事業の見直しや改革を行わなければ、

大規模な新規事業はなくてもここまで金額が膨れあがると
いうことが分かります。現に基金（町の貯金）を取り崩し
ていますし、合併した市町村が活用できる合併特例債も18
年度当初予算では道路工事等の 5億 5700 万円の起債にと
どまっています。たとえ、今後の総合計画で画期的な新規
事業が計画されたとしても、ほかの歳出をかなり抑制しな
ければ、今はその財源が確保できないという状況です。
　しかし、まだ町は発足し
たばかり、合併の効果が
現れるのはこれからです。
未来に希望のバトンをつ
なぐために、新生福智町
は、町の土台作り、まちづ
くりの礎を本年度でしっか
りと固めていきます。

主な事業と予算

特集「礎の年」施政方針と当初予算


